
平成２４年度の政策点検等に係る運営体制について 

 

１ 未来創造型マネジメントシステムの概要 

(1) 政策点検及び提言 

 計画に掲げた４つの分野ごとの取組結果を検証するとともに、課題や今後の方向性を

踏まえた上で、大局的な視点及び県民の視点から、翌年度県が重点的に取り組むべき政

策を明らかにするため、毎年度、以下を実施する。 

① 庁内及び地域県民局（以下、「県民局」という。）における自己点検 

② 自己点検結果に係る総合計画審議会の検証 

③ 総合計画審議会から知事への政策提言       

 

(2) 政策の基本方針の決定 

  庁内及び県民局における自己点検の結果、総合計画審議会からの提言、さらには本県

を取り巻く環境変化などを踏まえ、知事をトップとする「作戦会議」において「戦略キ

ーワード」を決定し、翌年度の政策の基本方針を庁内各部局及び県民局に指示する。 

 

(3) 事業の企画・立案・実施 

  庁内各部局及び県民局は翌年度の政策の基本方針に基づいて、政策・施策体系に沿っ

た重点事業などを企画・立案し、予算編成などを経て事業を実施する。 

 

２ 政策点検等に係る組織及び運営体制について 

(1) 平成２３年度の実施状況 

 総合計画審議会の中に、委員２６名中２３名（委員長１名、４分野各５～６名）から

なる政策点検委員会を設置し、県の自己点検結果を検証するとともに、総合計画審議会

から知事への提言書案を作成した。（全体会１回、部会１回、幹事会１回） 

 

(2) 平成２４年度の組織及び運営体制（予定） 

 政策点検等に係る調査審議を更に充実させるため、審議会委員全員をもって政策点検

及び提言書案の作成を行うこととする。このため、政策点検委員会は置かず、４分野の

部会（会長を除く各委員で構成）を設置する。 

また、部会間の調整及び提言書の総括的事項を取りまとめる幹事会（会長及び各部会

長で構成）を設置する。 

 

(3) 平成２４年度の審議内容 

 ① 自己点検結果の検証 

  庁内各部局が４分野ごとに行った自己点検の結果について、政策点検調書を基に、

計画の進捗状況の確認・検証を行う。 

  また、上記について、分野別ヒアリングを実施し、各部局から取組の進捗状況等に

ついて直接聴取し、課題や取組の方向性について意見交換する。 

資料４ 



 ② 政策提言の検討 

 次年度の重点的な取組の目標となる「戦略キーワード」設定につながるよう、総合

計画審議会から知事への提言書を作成する。 

 

４ 今後のスケジュール（案） 

（３月上旬～４月上旬 各部局による自己点検） 

５月中旬  第１回分野別部会（自己点検結果の検証・分野別ヒアリング項目の整理） 

５月下旬  分野別ヒアリング（第２回分野別部会） 

６月上旬  第３回分野別部会（提言書案の検討） 

６月中旬  幹事会（提言書案のとりまとめ） 

６月下旬  第１５回総合計画審議会（知事への提言） 

 

   

  

 



企画政策部 各部局等 総合計画審議会

2月

3月

15

31

4月

10

20

30
5月

10

20

31
6月

10

20

総合計画審議会
（知事への提言）

30
7月 作戦会議（基本方針決定）

10       

20

31

各部局　政策点検調書提出

平成２４年度「未来創造型マネジメントシステム」スケジュール

自己点検

政策点検調書作成・提出
事業担当課→部局主管課

基本方針指示

政策点検調書案の事前送付

総合計画審議会（委嘱）

政策点検調書の精査等

次年度の取組の重点化に
向けた検討

注目指標検証・県民の生

の声把握調査結果取りま

とめ 

重点枠事業

の企画・立案 

政策点検調書の確認・部

局等からのヒアリング 

政策点検総括表の調製 

アウトルックレポート案 
作成・決定 

第１回部会 

第３回部会 

第２回部会（分野別ヒアリングの実施） 

幹事会 


	shingi14_4
	shingi14_4_2
	Ｈ２２案


